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日本の競技団体におけるスポーツ国際交流史
−第二次世界大戦前後のオリンピック競技大会競技を中心に−
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Ⅰ．研究の目的

周知のように、日本は第二次世界大戦における
敗戦後、一時的にアメリカの管理下に置かれ、民
主化と非軍事化の方針のもとで多方面にわたり大
きな変革がなされた。一方、スポーツ界では、敗
戦に伴い、日本の競技団体（NF）の多くが国際
競技連盟（IF）から除名され、戦後の初開催と
なった1948年オリンピック競技大会（ロンドン）
に日本は招待されなかった。その後、日本はNF
の IFへの再加盟を経て、1951年第 1 回アジア競
技大会（ニュ ーデリー） で国際大会に復帰し、
1952 年ヘルシンキ大会において、1936年ベルリ
ン大会以来 16年振りのオリンピック復帰を果た
した。

このようなスポーツ界における日本の戦後復帰
については、多くの書物が辿るところであるが、
そこに至る詳細な経緯についてのNFに関する研
究は皆無に等しい。

そこで、本研究では、第二次世界大戦前後の国
際政治・外交に着目しながら、日本のオリンピッ
ク競技大会参加と当時のオリンピック競技のNF
によるスポーツの国際交流の概要を明らかにする

ことを目的とした。これにより、戦前と戦後を比
較しながら、オリンピック競技大会を柱とした日
本の競技団体の戦後復帰の全体像を把握するため
の基礎資料を得ることができる。

Ⅱ．研究の方法

第二次世界大戦の前後にあたるオリンピック競
技大会（1936年ベルリン大会および 1952年ヘル
シンキ大会）における実施競技とそれらについて
の日本の参加状況を確認し、表 1 にまとめた。

次に、ベルリン大会およびヘルシンキ大会の実
施競技のIFと日本のNFそれぞれの設立年、日本
のNFが当時国内オリンピック委員会を兼ねてい
た大日本体育協会（戦後は日本体育協会）に加盟
した年、IFへの初加盟年と戦後の再加盟年につ
いて、表 2 にまとめた。

また、研究対象とした日本の各NFの競技史に
おける発祥時期からヘルシンキ大会までの期間の
国際交流について、年月日、交流相手国または関
係国、交流の事柄を整理し、表 3 にまとめた。さ
らに、そこからNF別に戦前と戦後の主な交流相
手国について分析した（表 4）。
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当時の状況についてより深く理解するため、ス
ポーツライターの賀川浩（1924年生まれ） にイ
ンタビューを実施した。最後に、上記から明らか
になったことを踏まえて考察を行った。

Ⅲ．結果と今後の課題

本研究の結果、以下のことが明らかになった。
第二次世界大戦前後の日本のオリンピック競技

大会への参加状況を確認したところ、次の 4 つの
カテゴリーに分類された（表 1）。1） 戦前のベ
ルリン大会と戦後のヘルシンキ大会の両大会に参
加した競技、2）戦前には参加したが戦後は参加
しなかった競技、3）戦前は参加しなかったが戦
後は参加した競技、4）両大会とも参加しなかっ
た競技。戦前に参加した実績をもちながら戦後不
参加であった競技（水球、サッカー、ホッケー、
バスケットボール）は、いずれも球技である。賀
川によれば、当時は戦後の経済難からより多くの
選手の参加が必要になるチームスポーツの参加は
見送られた。一方、戦前に不参加で戦後に参加を
果たした競技（射撃、ウェイトリフティング、自
転車、フェンシング）は個人種目であり、かつ第

表１　オリンピック競技大会の実施競技と日本の参加状況

表２　国際競技連盟（IF）と日本の競技団体（NF）の設立・およびNFの日本体育協会加盟・IF初加盟・再加盟
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1 回アジア競技大会に出場して戦後に国際大会を
経験した競技（ウェイトリフティング、自転車）、
および戦後早くからアメリカとの交流を行なって
いた競技（フェンシング、射撃）であった。

オリンピック競技大会への出場は、NFがIFに

加盟していることが前提になる。戦後、いち早く
IFへの再加盟を果たしたのはレスリングであり、
次いで水泳であった。これらは、戦後、組織的に
アメリカ本国との交流を積極的に行なった競技で
あった。一方、射撃とフェンシングも戦後まもな

表３　日本の競技団体の国際交流に関する歩み（1952年ヘルシンキオリンピック以前）
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くアメリカ人と交流を行なっていたが、交流の内
容が日本国内のアメリカ人とのものであり、アメ
リカ本国との組織的な交流ではなかった。このこ
とが、日本選手団入りの選考には有利にはたらい
ても、国際組織である IFへの復帰の時期が他の
NFに比較して遅かったことと関係しているもの
と考えられる。

以上のことから、戦後早い時期からのアメリカ
本国との組織的なスポーツ交流が、日本のスポー
ツ界の国際社会への復帰に大きな後押しになった
ことが示唆された。

なお、今後の課題として、日本の各NFの資料
から戦後の IF再加盟およびオリンピック競技大
会への参加に至る詳細な経緯を調査し、併せて、

対応する IFの資料からも日本の再加盟と国際大
会出場の経緯を検討していきたい。

本研究の一部は、平成 27年度国士舘大学体育
学部附属体育研究所の研究助成により実施された。
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